 (
日本人の食生活に最も影響を与える業界
) (
「
現在、日本においてパン食の割合が特に高いのは近畿地方で、
阪神間モダニズムの影響と考えられている。朝食はいつもパンという関西人は少なくない
」（
Wikipedia
より引用）
) (
食品業界の中で
今後を左右するほど重要な業界
る
) (
キリン・アサヒに加えサントリーの売上高（
1
兆
7424
億円）も含めると食品業界全体のおよそ
15
％を占めている。ビール業界の経営状態・戦略の良し悪しなどにより、食品業界全体が影響を受けることになる。
) (
食品企業売上高ランキング
出所：日経新聞
HP
より作成
)[image: ] (
第
2
章　ビール業界・製パン業界の現状
) (
▶第
1
章　食品業界を取り巻く環境
・食品業界の市場規模
・人口減少とそれに伴う消費構造の変化
▶第
2
章　ビール業界・製パン業界の現状
・ビール業界の今
・製パン業界の今
▶第
3
章　それぞれの業界が果たすべき役割
・高齢者に向けた対策
▶第
4
章　
今後の展望
) (
食品業界の課題と展望
上原拓真
)







 (
本日発表分
)

































 (
背景として
) (
全体的にビールの売上が低迷している現状から、ハイボール・カクテルなど多様なバリエーションで成長性を見出そうとしている。また、アルコール飲料に限らず、清涼飲料・医薬品・健康食品など多岐に渡り事業を拡大し、それに伴う
M&A
も加速度的に行われている。
) (
2008
年時点で第三のビールは発泡酒を出荷量で追い越している。
) (
また、
2003
年に酒税法の改正があり、ビールと発泡酒の酒税がそれほど変わらなくなった。そのため第
3
のビールの売上が好調に。
) (
ビールの不人気・低価格志向が顕著に
) (
種類別では、安さが売りの第三が３．２％増、構成比で３５．８％と過去最高を更新。震災後に高まった節約志向も追い風となった。ビールは４．８％減、構成比は最低の４７．９％となり、第三との差は一段と縮小した。発泡酒は１２．５％減だった。
) (
ビール大手各社が１２日発表した２０１１年上半期（
１～６月）のビール類（ビール、発泡酒、第三のビール）出荷量は前年同期比３．５％減の２億３２万３０００ケース（１ケース＝大瓶２０本換算）となり、２年連続で過去最低を更新した。東日本大震災で工場が被災するなど供給が一時滞った上、需要も伸び悩んだ。シェアは３７．８％のアサヒビールが２年連続で首位を維持し
、
２位のキリンビールが３６．１％。サントリー酒類が１３．６％、サッポロビールが１１．６％と続き、順位に変動はなかった
) (
ビール市場の現状
ビール売上シェア
出所：時事ドットコムより引用
ビール・発泡酒・第三のビール出荷量推移
出所：キリン
HP
より作成
)[image: ][image: ][image: ] (
ビール業界の今
)









































 (
山崎製パンでもできるのでは・・・
コンビニのデイリーヤマザキをはじめ、物流・ネットショッピングなども行っているため、質の高いサービスの提供が期待できる？
) (
・集合住宅に向けた在宅高齢者へのサービスの提供の実現に向け、セブンイレブンが実証実験を開始。
) (
買い物弱者への対策
・日本の人口減少・高齢者の増加は避けられない
→流通機能や交通網の弱体化とともに、食料品等の日常の買い物が困難な状況に置かれている人々のことを買い物弱者と言い、徐々にその増加の兆候は高齢者が多く暮らす過疎地や高度成長期に建てられた大規模団地等で見られ始める。経済産業省では、その数を６００万人程度と推計。
)[image: ] (
第
3
章　
) (
輸入小麦の政府売渡価格の改定ルールに基づき、平成
23
年
10
月期（平成
23
年
10
月～平成
24
年
3
月）の政府売渡価格は、
5
銘柄平均で
2
％の上昇になる。
また、
4
月にも昨年
10
月比でえ
18
％引き上げられており、パンのみならず、製麺などの価格も引き上げられることが懸念されている
) (
大手
3
社で
7
割近いシェアを占めている
) (
2009 
年度の国内パン市場規模は、メーカー出荷金額ベースで前年度比
101.0
％の
1 
兆
3,825 
億円であった。
2010 
年度の同市場規模は、前年度比
100.7
％の
1 
兆
3,919 
億円と見込む。
2007 
年～
2009 
年にかけての国内パン市場は、小麦価格の動向に大きく影響を受けた。
2007 
年から
2009 
年に政府売り渡し小麦価格が
3 
度値上げされたことに伴い、大手製粉会社が小麦粉価格の値上げに踏み切り、これに伴ってパン価格も
値上げが行われた。しかし、リーマ
ンショックを経て
2009 
年に入ると小麦粉、油脂類、乳製品等の原材料価格の高騰にも一服感が見受けられた。
2009 
年４月には政府売り渡し小麦価格の引き下げも行われ、大手パンメーカーも商品価格を値下げした。
国内パン市場規模は、足元ではほぼ横ばい～微増で推移すると予測する。しかし、新興国需要の拡大や世界的な天候不順により、原材料価格は長期的な上昇トレンドにある。また、少子高齢化の進展による人口減の影響もあり、長期的には縮小傾向に向かうと予測する。
) (
市場規模（
2010
年度：億円）
出所：各社ＨＰより作成
)[image: ] (
製パン業界の今
)
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